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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

　
　
告　
示

○
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
の
取
消
し
（
二
四
八
・
税
務

　

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
道
路
の
供
用
開
始
（
二
四
九
、
二
五
〇
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
１

　
　
公　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
地
域
活
動
支
援

　

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
県
有
財
産
の
売
払
い
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施
（
会
計
管
財

　

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
２

　
　
監
査
委
員
公
告

○
監
査
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
の
公
表
（
一
一
）
…
…
…
…
…
…
…
２

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

　

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
百
条
の
六
の

四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の

指
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年

秋
田
県
規
則
第
十
五
号
）
第
五
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

氏
名
又
は
名
称　

有
限
会
社
中
央
商
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役　

佐　

藤　

哲　

也

二　

主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地　

に
か
ほ
市
象
潟
町
字
浜
山
一

番
一
号

三　

指
定
取
消
年
月
日　

平
成
二
十
年
四
月
三
十
日

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

供
用
開
始
の
区
間

二　

供
用
開
始
の
期
日　

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
午
後
二
時

三　

供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
六
月
九
日
ま
で

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
二
百
五
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

供
用
開
始
の
区
間

二　

供
用
開
始
の
期
日　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

三　

供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
六
月
九
日
ま
で

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の

と
お
り
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
五
月
十
六
日

二　

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

あ
し
な
が
会

三　

代
表
者
の
氏
名

　
　

片　

桐　
　
　

浩

四　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　

秋
田
県
湯
沢
市
稲
庭
町
字
三
嶋
三
十
二
番
地

五　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　
　

こ
の
法
人
は
、
地
域
で
暮
ら
す
多
重
債
務
に
苦
し
む
人
や
経
営
に
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
、
悩
み
相
談
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

解
決
策
を
共
に
考
え
、
問
題
解
決
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
重

債
務
を
原
因
と
し
た
自
殺
・
離
婚
・
一
家
離
散
・
凶
悪
犯
罪
を
地
域
か
ら

撲
滅
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

県
有
財
産
の
売
払
い
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の

で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七

条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

入
札
に
付
す
る
物
件
の
所
在
地
、
面
積
等

二　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
並
び
に
入
札
参
加
申
込
書
の
交
付
の
場
所
及
び

期
間

　
　
　
　
　
告　
　
　
　
　
　
示

　
　
　
　
　
公　
　
　
　
　
　
告

道
路
の
種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　

間

県

道
比
内
森
吉
線

北
秋
田
市
森
吉
字
橋
向
八
九
番
六
か

ら
字
姫
ヶ
岱
一
四
番
一
五
ま
で

道
路
の
種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　

間

国

道
百
一
号

能
代
市
字
寿
域
長
根
二
六
番
地
先
か

ら
字
芝
童
森
七
番
八
地
先
ま
で

番
号

所
在
地

地
目
等

面
積
（
㎡
）

予
定
価
格
（
円
）

一

秋
田
市
手
形

住
吉
町
一
番

九

宅　

地
三
、
〇
七
五
・

四
一

一
六
三
、
〇
〇

〇
、
〇
〇
〇

秋
田
市
手
形

住
吉
町
一
番

地
九

事
務
所
四
〇
五
・
七
六

二
八
、
〇
〇
〇
、

〇
〇
〇

車　

庫
三
〇
・
八
〇



２
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三　

入
札
執
行
の
場
所
及
び
日
時

四　

現
場
説
明
会
の
場
所
及
び
日
時

五　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

　
　

入
札
参
加
申
込
書
を
二
に
掲
げ
る
期
間
内
に
二
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出

し
た
者
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
す
る

者
を
除
く
。
）

六　

入
札
参
加
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等

　

㈠　

個
人
の
場
合

　
　
　

印
鑑
、
住
民
票
の
写
し
及
び
身
分
証
明
書
（
本
籍
地
の
市
町
村
長
が

発
行
す
る
も
の
）

　

㈡　

法
人
の
場
合

　
　
　

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

七　

入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項

　
　

入
札
保
証
金
は
、
入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上
と
し
、
現
金
又
は
銀
行

の
支
払
保
証
を
な
し
た
持
参
人
払
小
切
手
を
も
っ
て
入
札
時
に
納
入
す
る

も
の
と
す
る
。

八　

入
札
の
無
効

　
　

秋
田
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
）
第
百
六
十

六
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

な
お
、
郵
便
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
は
、
認
め
な
い
。

九　

建
物
に
関
す
る
事
項

　
　

落
札
額
に
別
途
消
費
税
を
加
算
す
る
。

　
　

建
物
が
未
登
記
の
た
め
落
札
後
、
秋
田
県
で
表
示
登
記
を
実
施
す
る
。

そ
の
他

　
　

詳
細
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
出
納
局
会
計
管
財
課
（
電
話
〇
一
八―

八

六
〇―

二
七
三
六
）
に
照
会
の
こ
と
。

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
湯
沢
市
中
央
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退

任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す

る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

湯
沢
市
高
松
字
上
地
下
二
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

直
茂

番　

号

場　
　
　

所

期　
　
　

間

一

秋
田
県
出
納
局
会
計
管
財

課
（
電
話
〇
一
八―

八
六

〇―
二
七
三
六
）

平
成
二
十
年
五
月
二
十
七

日
（
火
）
か
ら
七
月
三
日

（
木
）
ま
で
（
日
曜
日
、

土
曜
日
を
除
く
。
）
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で

番　

号

場　
　
　

所

日　
　
　

時

一

秋
田
県
出
納
局
会
計
管
財

課入
札
室

平
成
二
十
年
七
月
四
日

（
金
）
午
前
十
時
三
十
分

番　

号

場　
　
　

所

日　
　
　

時

一

秋
田
県
出
納
局
会
計
管
財

課入
札
室

平
成
二
十
年
六
月
二
十
七

日
（
金
）
午
前
十
時
三
十

分

監
査
結
果
公
告
第
11号

　
地

方
自

治
法

（
昭

和
22年

法
律

第
67号

）
第

199条
第

７
項

の
規

定
に

よ
る

監
査

を
執

行
し

、
そ

の
結

果
を

秋
田

県
知

事
に

報
告

し
た

と
こ

ろ
、

次
の

と
お

り
当

該
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
通

知
が

あ
っ

た
の

で
、

同
条

第
12項

の
規

定
に

基
づ

き
公

表
す

る
。

　
　

平
成

20年
５

月
27日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
金

　
谷

　
信

　
栄

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
こ

だ
ま

　
祥

　
子

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
大

　
和

　
顯

　
治

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
菊

　
地

　
康

　
男

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
19財

　
―

　
1118

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
平

成
20年

４
月

11日
秋

田
県

監
査

委
員

　
金

　
谷

　
信

　
栄

秋
田

県
監

査
委

員
　

こ
だ

ま
　

祥
　

子
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
様

秋
田

県
監

査
委

員
　

大
　

和
　

顯
　

治
秋

田
県

監
査

委
員

　
菊

　
地

　
康

　
男

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

知
事

　
寺

　
田

　
典

　
城

　
財

政
的

援
助

団
体

の
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
（

通
知

）
　

平
成

20年
３

月
18日

付
け

監
委

－
807で

通
知

の
あ

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
地

方
自

治
法

第
199条

第
12項

の
規

定
に

基
づ

き
、

別
紙

の
と

お
り

提

　
　
　
　
　
監
査
委
員
公
告

出
し

ま
す

。
別

紙監
査

箇
所

名
財

団
法

人
　

秋
田

県
総

合
公

社
所

管
課

名
総

務
課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

１
日

（
指

摘
事

項
）

　
１

　
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

お
い

て
、

徴
収

し
た

現
金

を
速

や
か

に
振

り
込

ん
で

い
な

か
っ

た
の

で
、

今
後

は
適

切
に

処
理

す
る

こ
と

。
（

県
立

総
合

射
撃

場
）

　
２

　
使

用
料

の
徴

収
事

務
に

お
い

て
、

現
金

出
納

簿
に

日
計

表
か

ら
の

転
記

誤
り

が
見

受
け

ら
れ

る
の

で
、

適
切

な
事

務
処

理
を

行
う

こ
と

。
（

県
立

体
育

館
、

環
境

保
全

セ
ン

タ
ー

）

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

　
使

用
料

の
徴

収
事

務
を

は
じ

め
、

適
切

な
事

務
処

理
を

行
う

よ
う

指
導

し
ま

し
た

。
　

　
ま

た
、

記
載

誤
り

が
な

い
よ

う
職

員
へ

の
注

意
喚

起
を

行
う

と
と

も
に

、
表

計
算

ソ
フ

ト
の

活
用

な
ど

、
事

務
改

善
等

を
行

う
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

監
査

箇
所

名
公

立
大

学
法

人
　

国
際

教
養

大
学

所
管

課
名

学
術

国
際

政
策

課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

１
日

（
指

摘
事

項
）

　
　

契
約

金
額

が
100万

円
を

超
え

て
320万

円
以

下
で

あ
る

修
繕

や
物

品
購

入
に

お
い

て
、

契
約

事
務

規
程

に
基

づ
く

請
書

が
必

要
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
作

成
し

て
い

な
い

も
の

が
見

受
け

ら
れ

る
の

で
、

今
後

は
適

切
に

処
理

す
る

こ
と

。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

　
指

摘
事

項
を

含
め

業
務

遂
行

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
規

程
を

遵
守

し
、

適
切

な
事

務
処

理
に

努
め

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

監
査

箇
所

名
社

会
福

祉
法

人
　

秋
田

県
社

会
福

祉
事

業
団

所
管

課
名

福
祉

政
策

課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

７
日

（
指

摘
事

項
）
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平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
第
千
九
百
三
十
号
）
掲
載
の
秋
田
県
告
示

第
五
百
五
十
四
号
（
道
路
区
域
の
変
更
）

　

（
原
稿
誤
り
）

　

二
ペ
ー
ジ
の
表
中
、

は
、

の
誤
り

（
指

摘
事

項
）

　
１

　
精

米
購

入
の

単
価

契
約

に
お

い
て

、
予

定
価

格
を

上
回

る
金

額
で

契
約

し
て

い
た

の
で

、
今

後
は

適
切

に
処

理
す

る
こ

と
。

（
高

清
水

園
）

　
２

　
社

会
適

応
化

訓
練

（
バ

ス
乗

降
訓

練
）

に
お

い
て

、
訓

練
参

加
者

負
担

金
を

過
徴

収
し

て
い

た
の

で
、

所
要

の
措

置
を

執
る

こ
と

。
（

身
体

障
害

者
更

生
訓

練
セ

ン
タ

ー
）

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

１
　

高
清

水
園

の
精

米
購

入
の

単
価

契
約

に
つ

い
て

は
、

法
人

の
会

計
規

則
に

基
づ

き
、

落
札

者
が

な
い

場
合

は
、

入
札

の
最

低
価

格
業

者
と

の
随

意
契

約
に

よ
る

か
、

又
は

、
日

を
改

め
て

再
度

入
札

を
行

う
等

適
切

に
処

理
す

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

　
２

　
身

体
障

害
者

更
生

訓
練

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

訓
練

参
加

者
負

担
金

の
過

徴
収

分
に

つ
い

て
は

、
返

納
す

る
と

と
も

に
、

今
後

は
訓

練
参

加
の

事
実

関
係

の
把

握
に

努
め

る
な

ど
、

適
切

に
処

理
す

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

監
査

箇
所

名
社

会
福

祉
法

人
　

秋
田

県
小

児
療

育
事

業
団

所
管

課
名

障
害

福
祉

課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

１
日

（
指

摘
事

項
）

　
　

使
用

料
の

徴
収

事
務

に
お

い
て

、
徴

収
整

理
簿

や
現

金
出

納
簿

に
記

載
誤

り
が

見
受

け
ら

れ
る

の
で

、
適

切
な

事
務

処
理

を
行

う
こ

と
。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

　
徴

収
整

理
簿

・
現

金
出

納
簿

の
記

載
内

容
に

つ
い

て
、

指
摘

が
あ

っ
た

記
載

漏
れ

等
の

誤
り

を
直

ち
に

訂
正

し
、

徴
収

事
務

を
行

う
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

　
　

ま
た

、
関

係
帳

簿
に

つ
い

て
は

調
定

票
を

基
に

日
々

整
理

す
る

と
と

も
に

、
誤

り
を

早
期

に
発

見
で

き
る

よ
う

な
チ

ェ
ッ

ク
体

制
の

強
化

を
図

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

監
査

箇
所

名
株

式
会

社
　

秋
田

県
分

析
化

学
セ

ン
タ

ー
所

管
課

名
環

境
あ

き
た

創
造

課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

８
日

（
指

摘
事

項
）

　
　

水
道

の
水

質
検

査
な

ど
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
未

納
者

の
実

態
に

即
し

た
実

効
性

の
あ

る
対

策
を

進
め

、
そ

の
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

１
　

売
掛

金
と

未
収

金
の

入
金

管
理

は
、

入
金

担
当

者
が

毎
日

入
金

状
況

を
確

認
し

、
未

収
金

が
発

生
し

た
顧

客
に

は
、

電
話

及
び

訪
問

に
よ

り
回

収
を

強
化

す
る

よ
う

指
導

し
ま

し
た

。
　

２
　

平
成

19年
３

月
31日

現
在

に
お

け
る

未
収

金
は

1,330,249円
で

し
た

が
、

倒
産

や
廃

業
な

ど
の

回
収

不
能

債
権

を
除

き
、

電
話

及
び

訪
問

に
よ

り
回

収
に

努
め

た
結

果
、

平
成

20年
３

月
24

日
現

在
の

未
収

金
は

418,190円
と

な
り

、
912,059円

減
少

し
ま

し
た

。
　

３
　

倒
産

、
廃

業
、

行
方

不
明

等
の

理
由

で
回

収
が

不
可

能
な

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
公

認
会

計
士

と
相

談
の

上
、

指
示

に
従

っ
て

償
却

を
実

施
す

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

（
指

摘
事

項
）

　
　

水
道

の
水

質
検

査
な

ど
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
未

納
者

の
実

態
に

即
し

た
実

効
性

の
あ

る
対

策
を

進
め

、
そ

の
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

１
　

売
掛

金
と

未
収

金
の

入
金

管
理

は
、

入
金

担
当

者
が

毎
日

入
金

状
況

を
確

認
し

、
未

収
金

が
発

生
し

た
顧

客
に

は
、

電
話

及
び

訪
問

に
よ

り
回

収
を

強
化

す
る

よ
う

指
導

し
ま

し
た

。
　

２
　

平
成

19年
３

月
31日

現
在

に
お

け
る

未
収

金
は

1,330,249円
で

し
た

が
、

倒
産

や
廃

業
な

ど
の

回
収

不
能

債
権

を
除

き
、

電
話

及
び

訪
問

に
よ

り
回

収
に

努
め

た
結

果
、

平
成

20年
３

月
24

日
現

在
の

未
収

金
は

418,190円
と

な
り

、
912,059円

減
少

し
ま

し
た

。
　

３
　

倒
産

、
廃

業
、

行
方

不
明

等
の

理
由

で
回

収
が

不
可

能
な

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
公

認
会

計
士

と
相

談
の

上
、

指
示

に
従

っ
て

償
却

を
実

施
す

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

監
査

箇
所

名
社

団
法

人
　

秋
田

県
農

業
公

社
所

管
課

名
農

林
政

策
課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

７
日

（
指

摘
事

項
）

　
　

家
畜

導
入

事
業

や
農

地
保

有
合

理
化

促
進

事
業

等
に

お
け

る
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

未
納

者
の

実
態

に
即

し
た

実
効

性
の

あ
る

対
策

を
進

め
、

そ
の

回
収

に
努

め
る

こ
と

。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

　
未

収
金

の
回

収
に

当
た

っ
て

は
、

未
収

農
家

の
経

済
実

態
を

再
確

認
し

た
う

え
で

、
法

的
措

置
を

含
め

専
門

家
の

力
も

借
り

な
が

ら
回

収
を

進
め

て
お

り
、

平
成

20年
2月

末
現

在
の

未
収

額
は

191,587,662円
と

、
前

年
度

末
残

高
の

477,791,390円
と

比
較

し
て

286,203,728円
減

少
し

て
お

り
ま

す
。

　
　

今
後

と
も

、
未

収
金

の
回

収
に

努
め

る
よ

う
指

導
し

て
ま

い
り

ま
す

。

監
査

箇
所

名
財

団
法

人
　

あ
き

た
企

業
活

性
化

セ
ン

タ
ー

所
管

課
名

商
工

業
振

興
課

監
査

年
月

日
平

成
20年

２
月

５
日

（
指

摘
事

項
）

　
　

機
械

類
貸

与
事

業
等

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

未
納

者
の

実
態

に
即

し
た

実
効

性
の

あ
る

対
策

を
進

め
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

　
未

収
金

の
回

収
を

進
め

る
た

め
、

専
任

職
員

１
名

に
加

え
て

、
債

権
管

理
の

実
務

に
精

通
し

た
非

常
勤

職
員

を
配

置
し

、
未

収
企

業
や

支
払

い
延

期
を

求
め

る
企

業
に

対
す

る
訪

問
を

密
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

各
社

の
経

営
状

況
を

把
握

し
た

う
え

で
返

済
可

能
な

償
還

計
画

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
、

こ
れ

ら
計

画
に

基
づ

い
て

回
収

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

　
こ

れ
に

よ
り

、
未

収
企

業
23社

よ
り

定
期

的
な

入
金

が
あ

り
、

う
ち

１
社

の
償

還
が

終
了

し
た

ほ
か

、
滞

納
が

長
期

に
渡

っ
た

未
収

企
業

に
つ

い
て

は
連

帯
保

証
人

へ
の

督
促

を
行

っ
て

一
括

償
還

を
済

ま
せ

た
結

果
、

平
成

20年
２

月
末

現
在

の
未

収
額

は
451,355,513円

と
な

っ
て

お
り

、
前

年
度

末
残

高
の

479,810,112
円

か
ら

28,454,599円
の

減
少

と
な

り
ま

し
た

。
　

　
今

後
は

未
収

企
業

に
対

す
る

定
期

的
な

巡
回

訪
問

回
数

を
さ

ら
に

増
や

し
て

支
払

い
を

督
促

す
る

ほ
か

、
悪

質
で

誠
意

の
な

い
滞

納
企

業
に

つ
い

て
は

強
制

執
行

を
行

い
、

企
業

が
倒

産
・

破
産

し
た

場
合

に
つ

い
て

も
、

保
証

人
を

含
め

た
債

務
者

へ
の

迅
速

な
対

応
を

行
う

な
ど

、
個

別
企

業
の

経
営

実
情

等
に

即
し

た
対

策
を

講
ず

る
よ

う
、

指
導

し
て

ま
い

り
ま

す
。

（
所

管
課

措
置

事
項

）
　

　
未

収
金

の
回

収
を

進
め

る
た

め
、

専
任

職
員

１
名

に
加

え
て

、
債

権
管

理
の

実
務

に
精

通
し

た
非

常
勤

職
員

を
配

置
し

、
未

収
企

業
や

支
払

い
延

期
を

求
め

る
企

業
に

対
す

る
訪

問
を

密
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

各
社

の
経

営
状

況
を

把
握

し
た

う
え

で
返

済
可

能
な

償
還

計
画

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
、

こ
れ

ら
計

画
に

基
づ

い
て

回
収

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

　
こ

れ
に

よ
り

、
未

収
企

業
23社

よ
り

定
期

的
な

入
金

が
あ

り
、

う
ち

１
社

の
償

還
が

終
了

し
た

ほ
か

、
滞

納
が

長
期

に
渡

っ
た

未
収

企
業

に
つ

い
て

は
連

帯
保

証
人

へ
の

督
促

を
行

っ
て

一
括

償
還

を
済

ま
せ

た
結

果
、

平
成

20年
２

月
末

現
在

の
未

収
額

は
451,355,513円

と
な

っ
て

お
り

、
前

年
度

末
残

高
の

479,810,112
円

か
ら

28,454,599円
の

減
少

と
な

り
ま

し
た

。
　

　
今

後
は

未
収

企
業

に
対

す
る

定
期

的
な

巡
回

訪
問

回
数

を
さ

ら
に

増
や

し
て

支
払

い
を

督
促

す
る

ほ
か

、
悪

質
で

誠
意

の
な

い
滞

納
企

業
に

つ
い

て
は

強
制

執
行

を
行

い
、

企
業

が
倒

産
・

破
産

し
た

場
合

に
つ

い
て

も
、

保
証

人
を

含
め

た
債

務
者

へ
の

迅
速

な
対

応
を

行
う

な
ど

、
個

別
企

業
の

経
営

実
情

等
に

即
し

た
対

策
を

講
ず

る
よ

う
、

指
導

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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〇

〇
・
二
一
一

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ル
）

六
・
〇
〇
～
六
・
〇
〇

〇
・
二
四
五



発
行
者　

秋　
　
　

  

田　
　
　

  

県

　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金　

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印　

刷　

所　

株
式
会
社　

松　

原　

印　

刷　

社

　
　
　
　
　
　

電
話

（862）
八
七
六
六　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（863）
〇
〇
〇
五

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:m

atsubara@
m

atsubarainsatsu.co.jp

印　

刷　

者　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

原　
　

繁　
　

雄

４

平成20年５月27日（火曜日） 第1981号秋　　田　　県　　公　　報
　

平
成
十
七
年
十
月
十
四
日
（
第
千
七
百
十
八
号
）
掲
載
の
秋
田
県
告
示
第

八
百
九
十
三
号
（
道
路
区
域
の
変
更
）

　

（
原
稿
誤
り
）

　

二
ペ
ー
ジ
「
一　

道
路
の
区
域
」
の
表
中
、

は
、

の
誤
り

区　
　
　
　
　
　
　
　

間

能
代
市
字
寿
域
長
根
二
六
番
地
先
か
ら
七
番
八
地
先
ま
で

区　
　
　
　
　
　
　
　

間

能
代
市
字
寿
域
長
根
二
六
番
地
先
か
ら
字
芝
童
森
七
番
八
地
先
ま
で


